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会 議 録

名 称 平成２５年度 目黒区廃棄物減量等推進審議会（第２回）

日 時 平成２５年７月３日（水）午前９時３０分～午前１１時３０分まで

会 場 目黒区総合庁舎本館地下１階 １５・１６会議室

出席委員

(敬称略)

安井、庄司、平尾、川原、吉野、石川、小川、谷田、大竹、石川、官林、柳、檜山、

西澤、三浦、工藤、松本

区側職員 濱出環境清掃部長、堀内清掃リサイクル課長、石田環境保全課長、馬場清掃事務所長

傍 聴 者 ０名

配布資料

資料１ 第７期目黒区廃棄物減量等推進審議会委員名簿

資料２ 会議の公開等の取り扱いについて（案）

資料３ 平成２５年度審議会スケジュール（案）

資料４ 目黒区一般廃棄物処理基本計画の進捗状況について

資料５ ３R推進キャンペーンの実施について

参考資料 目黒区一般廃棄物処理基本計画（席上配付）

会議次第

１．開 会

２０人中出席が１７人で、半数以上の定足数を満たしているので、会は成立する。

２．委嘱状交付

３．区長のあいさつ

４．委員紹介

５．区職員紹介

６．会長・副会長選出

委員のうち互選により下記のとおり、会長、副会長を決定した。

会長：安井委員、副会長：庄司委員。

７．議題

以下、発言者名は下記のとおり表記する。

清掃リサイクル課長 ・・・・・・・・・ リ課長

（１）今年度の審議会の進め方について

リ課長 （資料２・３により説明）

委員了承。

（２）目黒区の清掃・リサイクルの現状について

リ課長 （資料４により説明）

委 員 先日、都市環境委員会を傍聴した時に、リ課長が「生ごみダイエット」を実施した

と話していたが、いつ・どこで実施したのか教えて欲しい。平成18年に実施したこと

は覚えているが、昨年度も実施したのか。

リ課長 昨年度は、手軽に減量を行っていただけるよう「生ごみダイエット」についてチラ

シを町会回覧した。

委 員 都市環境委員会では、効果が無かったと答弁していたが、細かく区民の方にお知ら

せして、これだけ減ったという手ごたえがわかるような仕組みにしたら挑戦する方も

増えるのではないか。

リ課長 効果が無いと言ったのは、数値として目に見えて現れてくるには、区民の理解や協

力が広がらないと難しいため、回覧を一回しただけで効果が単年度で上げるのは難しい

という意味で話した。

委 員 生ごみからかなり水分が出ているのではないかと思っていたが、清掃工場のピット
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を見学してみたら、紙が多くてさらさらで乾燥していた。水分をしぼるだけでは、生ご

みはそれほど減らないので、違う方法で減らす方法を考えていかないといけない。

リ課長 生ごみだけにこだわっているわけでなく、いろいろな方法を組み合わせて、ごみ減

量をしていこうと区は考えている。可燃ごみに混ざっている「雑紙」も多いので、雑紙

の分別回収を町会回覧で周知もした。今後、さらにごみ減量につながる普及啓発をして

いきたい。

委 員 古紙の分別が行われ、生ごみの率が増えると工場で燃えにくくなるので、重油で燃

やしていると聞いたことがあるか本当か。

会長 重油でなくガスで点火しているが、立ち上げ時だけである。今後、紙が減って燃え

にくくなれば、やはり水切りは重要になる。

委 員 一般廃棄物は廃棄物全体の約九分の１と聞いたが本当か。

委 員 産業廃棄物は推定量で発表されているが、だいたいそのぐらいである。

委 員 マンションでも、何軒か集まったら区で生ごみを集めて、コンポストできたら良い

と思うがいかがか。

リ課長 区民の方が行っている様々なごみ減量の工夫は今後も紹介していただきたい。行政

が生ごみを集めて堆肥化する場合、長期的・安定的に生ごみを受け入れ、出来上がっ

た堆肥を活用していく体制を確立しなければならず現状では難しいと考えている。

委 員 雑古紙の回収袋を、西口のパネル展示の際いただいたが、他はどこに配布したのか。

リ課長 今回、普及啓発のため1000部作成し、総合庁舎西口のパネル展示で配布したところ、

全てお持ちいただいた。

委 員 なかなか便利な回収袋なので、安価であれば販売できないか。

リ課長 回収袋は紙が薄いと破れやすく、今回作成した強度で作ると高価なものになってし

まう。よって販売して普及できるかといえば、難しいと考える。

委 員 一般廃棄物処理基本計画の進捗状況は毎年出しているものなのか。

リ課長 今回、審議会のメンバーの入換えがあったので、目黒区一般廃棄物処理基本計画が

どういうものか、どこまで進捗しているかを理解していただくために、作成した。リサ

イクル率やごみ量等は定期的に区報に載せている。

委 員 資料の中の重点施策で「めぐろ買い物ルールづくり」の認知度が上がらないが、も

う少し区がバックアップすることはできないか。

リ課長 周知を図ることに関しては、イベントを活用した普及啓発効果が大きいが、3年間の

緊急財政対策でイベントはできないため、チラシ等の構成に工夫を凝らし、継続的に情

報を提供していきたいと思う。前回の審議会で、委員から、総合庁舎内でのパネル展示

の際、西口から入ったときに「何が掲示されているかよくわからない」というご意見を

いただいていた。今回ご意見をもとに掲示の工夫をしたところ、前年比で約５倍パンフ

レットをお持ち帰りいただいたところであり、効果があったと認識している。

・３R推進キャンペーンの実施について

リ課長 （資料５により説明）

委 員 懸垂幕はスーパーでは行わないのか。

リ課長 以前は掲示するための費用を予算化して行っていたが、現在は緊急財政対策ででき

ない。チェーンストア協会からは掲示協力の申し出があったが、安全面から見送った。

委 員 以前の審議会で掲示にお金がかからない区民センターはどうかと意見があったが検

討したのか。

リ課長 確認したところ、区民センターの掲示スペースと既存の懸垂幕のサイズが合わず、

掲示できなかった。

８ 閉会

以 上
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